
審議会にてこれまでにいただいたご意見 

回 ご意見（要約） 

令
和
元
年
度

第
１
回

家庭系ごみと事業系ごみは明確に分けて、それぞれに対しての施策が必要ではないか。 

現計画では事業系ごみも 1 人 1 日あたりの排出量に含まれているが、おそらく昼間に人が入ってき
て、ごみを出した後に帰っていくので市民1人 1日あたりの排出量というのは違和感がある。 

リチウムイオン電池が原因で、全国各地で火災が発生しているという話を聞く。 
分別を進めていく必要があるのではないか。 

回 ご意見（要約） 

令
和
２
年
度

第
１
回

どこの市もグリーン購入を掲げているが、リサイクル製品は浸透していない。もっと税金を投入して
コストメリットを出させる等しないと浸透しないのでは。 

水銀使用製品（乾電池・蛍光管・ボタン電池）が家庭ごみと一緒に捨てられているのを目にする。広
報啓発が必要ではないか。 

集団回収（古紙類）について。奨励金でリサイクル推進は良いと思うが、今後中国が紙・金属のスク
ラップを引き取らなくなると売却費は出ず、全て税金対応を考えないといけなくなる。 

コロナ禍において生産者が学校や外食事業者に食材を届けられない事態になり、多くの生産物が途方
に暮れている報道を目にした。このような事態を防ぐためにも何か解決策を考える必要があるのでは
ないか。 

食べられる食器が注目されているので、活用してみてはどうか。 

家庭ごみの中に繊維類が多く含まれているが、自宅にある繊維類からマスクを作製したり、再利用で
きるものを紹介するような啓発も必要ではないか。 

災害廃棄物に関しては、庁舎内の他部署との調整しながら策定を進められる方が実効性は高い。災害
時に設ける一時的な仮置き場では、他部署からの応援が必要で、分別設置ができた方が処理を早く進
めることができる。他部署との調整を進めながら決めていくような文言がある方がよいように思う。 
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回 ご意見（要約） 

令
和
２
年
度

第
２
回

ＳＤＧｓの話で「作る責任」や「使う責任」など、今回の基本計画が総合計画や環境基本計画にも関
連して作成されるということで、こういう社会に東大阪をしていきたいという点でＳＤＧｓは必要で
はないか。 

前計画では、環境教育を重点プロジェクトにあげており、今回は重点プロジェクトに挙げていない。
ここはすごく根幹の部分な気がして教育はずっと根本的なところをやらないと、大人だけでこういう
ことをしたところで、広まっていかないと思う。 

新工場はどのような工場にしていきます、といったことをわかりやすく説明し、市民にも公表しなが
ら進めていってもらえたらと思う。いろんな不具合があったことに対して、つくるときに、こういう
工場にしていく、といった説明があれば理解しやすい。 

空き缶の持ち去り対策を検討というふうに書いているが、適正負担に関する検討の中で、例えばごみ
有料化の検討というのがある。どうしても有料化になると、不法投棄が店舗などに増加する懸念があ
るため、有料化を考える際はあきかん等の対策も同時に考えていただけたらなと思う。 

３Ｒの中に優先順位がついていて、リサイクルの優先順位が低いという書かれ方で、結果の最初に２
Ｒを頭出ししてるというふうに解釈できる。今、中学校の教科書でも４Ｒまで載ってる時代なので、
２Ｒでは不十分ではないかと。基本方向ごとの性格で基本方向１と２で３Ｒとされているので、３Ｒ
を全面的に出し、説明する時には発生抑制と再使用がメイン、その次にリサイクルといった段階的な
記載の方がわかりやすい。 

環境教育については随所にちりばめられて出てくる。広い意味で「学ぶ」というのは、意識を向上さ
せることが学びであり、啓発も学びであるのにも関わらず、環境教育は限定されたイメージで使われ
ている印象を受ける。広い意味での学びと考えると、各施策を貫くものなので、それぞれの施策が縦
にあるとすれば、横でつなげるようなものがみえると分かり易いと思う。 

（施策について）行政が市民に提案するというのは一方的な感じがする。行政・事業者・市民も一体
になって協議をし、生活様式を一緒に作るようなスタンスでメッセージ発信をするべきではないか。
基本計画は本来市民のためのものだから、身近にアピールをするという姿勢は大事かなと思う。 

皆エコバックを持参しているがその反面、万引きが多発している。例えば、エコバックを持参する際
は万引きをしにくいようなジッパーのついたもの、エコバッグを結んだ状態で買い物をするようにと
いった内容の写真等を用いて広報も検討していただきたい。 

容器包装プラスチックの汚れの程度について、中途半端に洗わなくても大丈夫と啓発したところでし
っかり浸透するものなのか。原則洗ってくださいというように言えばいいのではないかと思う。 
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回 ご意見（要約） 

令
和
２
年
度

第
３
回

生活排水処理基本計画について。 
BODは基準を併記し、読まれた方が問題と思わないようにしてはどうかと思う。 

（資源化率について）令和元年度の実績を見ると、平成２６年から５年間追いかけてきた目標と
５％強、乖離して終わっている。そこから５年後１０年後に目標を達成するには、何かこう、そう
いう上げる手段をやるとか、あるいは、この目標値をクリアさせられる、他の２２市の中でやって
いる取り組みとか、そういうものを取り入れていく必要があるのではないか。 

自治会とかそういうところで、啓発していかないとごみは減らないんじゃないか。 
透明の袋にするときや、大型ごみを有料化する時も自治会に来られましたけれども、もっと啓発し
ないと。 
私もマンションに住んでいますけれどもね、確かにいろんなごみが入っています。 
丁寧な啓発をしていかないと減らないんじゃないかと思います。 

（マスクが道によく捨てられていることを踏まえて）環境省でもマスクの捨て方などチラシは作ら
れてるが、なかなか啓発されてない。 
そういうごみの出し方というのを１つ１つ啓発していかないと、ごみは減らないんじゃないかなっ
ていう気がする。

リチウムイオン電池のことで、協力店に出さずに捨てる方がたくさんいる。 
自分が住んでいる地域では回覧版にてお知らせしている。 
地域で取り組みをする場合は、回覧板形式にすると実施率が上がるのではないかと思う。 
協力店の中でも、協力店というのを公表しておられないところもある。 
協力店だという表示、回覧板で周知することで意識を高めていけば、危険な出し方をする人は少しで
も減るのではないかと思う。 

２Ｒと３Ｒを併用すると優先順位がぼやけるから、リデュースを発生抑制に、リユースを再使用とい
う表現にしたとあったが、分かるんだけれども、パッと見たときに発生抑制が分かりにくい。 

市の委員になってから、ごみ処理場など様々な施設見学に行った。 
見学に行って、実際に目で見て、感じるものがあれば、知識を得ると同時に考え方もちょっと変わ
ってくると思う。可能であれば、施設見学なども環境教育の一環として取り入れていただいたら良
いと思う。 

概要版の配布先、これをひと工夫していただけたらありがたい。 
常日頃ごみの出し方についてルールを守られてないところのほとんどが自治会に入っていない。 
そうすると、出し方がわからないっていうふうなことがたくさん見られるので、できたらその配布
先をちょっと工夫していただいて、確実に全市民に渡るようにお願いしたい。特にワンルームでお
住まいの方は、特に自治会等も入っていない。 
その辺、必ず、その概要版が行き渡って、ちょっとでも自覚していただければもう少し効果も進む
んじゃないか。 
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